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人 口 と 世 帯 数

人口の前月比　－34人

６月末日現在
人　口
　男
　女
世帯数

17,082人
8,042人
9,040人
7,243世帯

６月のうごき
出生
死亡
転入
転出

6人
32人
28人
36人

（平成30年2月15日生まれ）

たくみ中飯降の
西 風 ゆかりさん・巧ちゃん

「お兄ちゃんと仲良く、
　　　すくすく育ってね」

　高野山麓地域（橋本市、かつらぎ町、九度山町、
高野町）には、弘法大師空海など歴史的な人物や物
語に関わる伝承・伝説が残るスポットが数多く存在
しています。スマートフォンなどを使って“謎解
き”しながらこれらのスポットを巡り、豪華賞品を
手に入れよう。

―高野山麓の伝説スポットを巡る―

モバイル
スタンプラリー

問い合わせ　橋本・伊都広域観光協議会
　　　　　　（伊都振興局 地域振興部 企画産業課内　☎０７３６－３３－４９０９）

８月１日（水）～平成31年１月31日（木）◆実施期間

高野山麓エリア
（橋本市、かつらぎ町、九度山町、高野町）

◆実施地域

高野山宿坊１泊２日ペア宿泊券、
山荘天の里ディナーペア招待券 など

◆賞 品 例

○高野山麓の神様と２匹の犬にまつわる謎　全５問
　エリア：かつらぎ町→高野町→九度山町
　移動時間：車＋徒歩で約180分
○高野山麓と平家の謎　全４問
　エリア：高野町→かつらぎ町　
　移動時間：車＋徒歩で約160分
○石童丸物語の謎　全４問
　エリア：橋本市→高野町　
　移動時間：車＋徒歩で約130分

◆テーマ

参加はこちらから



今月の主な内容

月号
平成30年平成30年（2018年2018年）第714号第714号平成30年（2018年）第714号

かつらぎの夏まつりへ  ようこそか へ  よかつらぎの夏まつりへ  ようこそかつらぎの夏まつりへ  ようこそかつらぎの夏まつりへ  ようこそかつらぎの夏まつりへ  ようこそ

●かつらぎ町夏まつり開催　　　　　２●かつらぎ町夏まつり開催　　　　　２
●安心して農地の貸し借りを　　　　９●安心して農地の貸し借りを　　　　９
●まちのわだい　　　　　　　　　　11～12●まちのわだい　　　　　　　　　　11～12
●８月のお知らせ　　　　　　　　　13～15●８月のお知らせ　　　　　　　　　13～15
●シリーズ防災　　　　　　　　　　16●シリーズ防災　　　　　　　　　　16
●図書館だより　　　　　　　　　　17●図書館だより　　　　　　　　　　17
●健康ひろば　保健カレンダー　　　18～19●健康ひろば　保健カレンダー　　　18～19
●謎解きモバイルスタンプラリー　　20●謎解きモバイルスタンプラリー　　20

●かつらぎ町夏まつり開催　　　　　２
●安心して農地の貸し借りを　　　　９
●まちのわだい　　　　　　　　　　11～12
●８月のお知らせ　　　　　　　　　13～15
●シリーズ防災　　　　　　　　　　16
●図書館だより　　　　　　　　　　17
●健康ひろば　保健カレンダー　　　18～19
●謎解きモバイルスタンプラリー　　20
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注意
※河川敷駐車場は大変混雑す
るため花火終了まで出庫でき
ません。電車をご利用いただ
くか（妙寺駅より徒歩３分）、
総合文化会館周辺の駐車場を
ご利用いただき、徒歩（約15
分）でご来場ください。
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■
対
象
者

　

町
内
に
お
い
て
ス
ズ
メ
バ
チ

が
営
巣
し
て
い
る
建
物
・
土
地

の
所
有
者
や
使
用
者
で
、
駆
除

業
者
に
依
頼
し
て
ス
ズ
メ
バ
チ

の
巣
を
駆
除
さ
れ
る
方

※
ス
ズ
メ
バ
チ
以
外
（
ア
シ
ナ

ガ
バ
チ
、
ミ
ツ
バ
チ
な
ど
）
は

対
象
と
な
り
ま
せ
ん

■
補
助
金

駆
除
費
用
の
３
分
の
１　

（
上
限
１
万
円
）

※
１
０
０
円
未
満
の
端
数
は
切

り
捨
て

■
申
請
方
法

　

申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
押
印
の
上
、
次
の
書
類
を

添
付
し
て
、
駆
除
し
た
日
の
属

す
る
年
度
内
に
衛
生
係
ま
で
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

①
駆
除
業
者
が
発
行
す
る
駆
除

費
見
積
書

②
現
場
の
位
置
図
と
見
取
図

③
写
真
（
営
巣
駆
除
前
の
建
物

ま
た
は
土
地
の
全
景
お
よ
び
営

巣
）

■
受
付
・
問
い
合
わ
せ

健
康
推
進
課
衛
生
係
（
内
線
２

０
５
３
）

日　　時　８月25日（土）午後１時現地集合（午後４時ごろ解散予定）　※雨天決行
場　　所　文化とスポーツの森　やまなみステージ（奈良県吉野郡黒滝村）　※駐車場あり
対　　象　小学生とその保護者
定　　員　40名（応募多数の場合は抽選）　※子どもと保護者合わせて１組４名まで
内　　容　親子での草木染め体験、自由散策（黒滝村内）、つみ木積み大会
　　　　　※つみ木積み大会終了後、染めた作品を配布
申込方法　ＦＡＸ、メール（氏名、住所、電話番号、年齢、学年を記入）
そ の 他　抽選当選者へ８月21日（火）までに事務局（和歌山市企画課）
　　　　　から参加決定通知書および詳細案内を郵送
参 加 料　無料　　　　　申込締切　８月15日（水）
主　　催　吉野川・紀の川流域協議会
　　※詳しくは、お問い合わせください。
申し込み・問い合わせ　企画公室まちづくり推進係（内線２２１１）

『親子わくわく「草木染め」体験＆つみ木積み大会』

費
用
の
一
部
を

　

補
助
し
ま
す

ス
ズ
メ
バ
チ
駆
除

　

毎
年
９
月
９
日
は
「
救
急
の
日
」
で
す
。
こ
の
日
を
含
む

１
週
間
は
「
救
急
医
療
週
間
」
と
定
め
ら
れ
、
救
急
医
療
お

よ
び
救
急
業
務
に
対
す
る
国
民
の
正
し
い
理
解
と
認
識
を
深

め
る
と
と
も
に
、
救
急
医
療
関
係
者
の
意
識
の
高
揚
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

伊
都
消
防
組
合
消
防
本
部
で
は
、
住
民
の
皆
さ
ん
に
応
急

手
当
の
正
し
い
知
識
と
技
術
を
習
得
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、

普
通
救
命
講
習
【
心
肺
蘇
生
法
・
止
血
法
・
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動

体
外
式
除
細
動
器
）
使
用
法
な
ど
】
を
実
施
し
ま
す
。

日
時　

９
月
８
日（
土
）

　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
１
時

場
所　

伊
都
消
防
組
合　

多
目
的
ホ
ー
ル

定
員　

30
名
（
申
込
順
）

募
集
期
間　

８
月
１
日（
水
）〜
24
日（
金
）

※
受
講
修
了
者
に
は
普
通
救
命
講
習
修
了
証
を
交
付
し
ま
す
。

※
詳
細
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

伊
都
消
防
組
合
消
防
本
部
警
防
課
（
☎
22
―
０
１
１
９
）

「
救
急
医
療
週
間
」お
よ
び「
普
通
救
命
講
習
」に
つ
い
て

　

ハ
チ
の
巣
で
お
困
り
の
方
に
対
し
、
駆
除
す
る
た
め
の

防
護
服
の
貸
出
を
行
っ
て
い
ま
す
。
必
要
な
方
は
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
な
お
、
危
険
性
が
高
い
場
合
は

専
門
業
者
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

健
康
推
進
課
衛
生
係
（
内
線
２
０
５
３
）

ハ
チ
の
巣
駆
除
の
防
護
服
を
貸
し
出
し
ま
す

※

役
場
で
駆
除
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。
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新聞でも掲載、いま話題の子育てを楽しむための講座

トリプルP（Positive Parenting Program）
参 加 者 募 集 ！

　それぞれの親子に合わせた方法で、親子の関わり方や考え方、具体的
なスキルを学びます。子どもの自尊心を育み、子育てを少しでも楽にで
きるよう一緒に考えてみませんか？
　子育てをちょっとひと休みして、お茶やお菓子を楽しみながら、他の
参加者の思いや意見も共有しましょう。

場　所　保健福祉センター３階　研修フロア
対　象　子どもがいるすべての親
　　　　（定員12名）
　※欠席の回は次回の開始前30分などでフォ
　　ローがあります。ご都合のよい日に事務
　　局で欠席の回の内容をご紹介させていた
　　だくことも可能です♪
講　師　前迫　早苗さん
　　　　（トリプルＰ認定ファシリテーター）
参加費・テキスト代　無料
保　育　あり（無料）
締　切　９月10日（月）
申し込み・問い合わせ
　教育総務課（内線３０１２）

・受講前は半信半疑でしたが、受講したことを実践し
てみると、うそのように子どもの態度が良い方に変
わってきました。
・子育てが楽しいということを忘れていました。受講
して心に少し余裕ができました。
・親の立場での悪かったところを沢山気づかされまし
た。悩むばかりでなく良い方法を具体的に知って対
応できるのがとてもよかった。
・受講する前は不安なことも多かったが、同じくらい
の年の子どもがいるママたちといろんな話ができて
「うちだけじゃないんだ」と気分的に安心できまし
た。
・大声で怒鳴ったりしなくても効果的にしつけられる
方法を学べて楽になりました。
・親が冷静になることで、子どもの問題行動が減った。

子育てが
楽しくなるための

アイデアや技術を
ご紹介する
連続講座♪

＜トリプルＰ受講修了者の感想＞

　「前向きな子育て」とはどのような子育
てなのかについて学び、子どもの行動のと
らえ方について話し合います。

第１回
９月19日(水)　９：30～12：00

　子どもとよい関係をつくり、子どもの発
達を促すための10のスキルを学びます。

第２回
９月26日(水)　９：30～12：00

　子どもの問題行動をうまく扱うための、
７つの方法を学びます。

第３回
10月３日(水)　９：30～12：00

　子どもの問題行動が起こりやすい場面を
想定し、その行動が起こらないように事前
の活動の準備について学びます。

第４回
10月10日(水)　９：30～12：00

　子どもの行動の好ましい変化について話
し合い、プログラムで学んだスキルを復習
します。

第７回
10月31日(水)　９：30～12：00

　先のセッションで学んだ方法を、家庭で
上手く活用できているかを話し合い、工夫
して子育てできるようにサポートします。

第５回～第６回
10月17日の週・10月24日の週

講義
グループワーク

自宅での
個別電話相談

講義
グループワーク
全体のまとめ

日　　時 内　　容 形　式

子育て講座
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「前向き子育てトリプルＰ」って、どんなの？
少しの工夫や気持ちの持ち方で、子育ての負担や効果が大きく変わることがあります！
トリプルＰは、子育てをひと休みしながら、そんな具体的な方法をご紹介する場所です♪ 
子育ての負担を減らし「より効率的な子育て」を楽しみましょう♪
◆何度も子どもに同じ注意をしないといけない うまく指示が入る方法があれば…言わなくても子ども
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　が自分で好ましい行動をとれたら…
◆イライラして子どもを強く怒りすぎた おだやかで効果的なしつけ方があれば…
◆思春期・反抗期の子どもと激しく衝突 思春期・反抗期の子どもと不要な衝突をさけられれば…
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　難しい年代の子どもとも建設的な関係が築ける方法があれば…
◆一生懸命子育てしているが孤立感を感じる 気軽に情報交換や相談できるママ（パパ）友が作れたら…
◆子育てを楽しみたいけど、余裕がない 親としての自分も大切にしながら子育てができれば…

□：子どもと前向きな（建設的な）関係を築くための方法
　　※大人にも使える効果も
□：子どもの好ましい行動を促すための方法
　　※指示待ちの子にならない効果も
□：子どもに新しい生活技術（例：服を着る、など）を教
　　えるための方法
□：子どもにうまく指示が入るための方法
□：子どもの問題行動をうまく避けるための方法
□：子どもの問題行動が起きた時に、おだやかで効果的な
　　方法で対処するための方法と、もしそれがうまくいか
　　なかった場合のバックアップ方法　など

例えばこんな方法を具体的にご紹介します♪

●
休
業
期
間

　
　

８
月
10
日（
金
）〜
15
日（
水
）

　
　

※
平
常
業
務
は
８
月
16
日（
木
）か
ら
で
す
。

●
町
く
み
取
り
許
可
業
者

　
　

ア
ッ
プ
ラ
ン
ド
㈱
、
㈱
松
本
衛
生
、
㈲
武
田
清
掃

問
い
合
わ
せ　

住
民
福
祉
課
生
活
環
境
係

（
内
線
２
２
３
０
・
２
２
３
１
）

し
尿
く
み
取
り
の
休
業
ご
迷
惑
を
お
か
け
し

ま
す
が
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

毎月勤労統計調査特別調査実施のお知らせ
　和歌山県では、厚生労働省所管のもと、本年も毎月勤労統
計調査特別調査を実施します。
　この調査は、常用労働者を１～４名雇用している事業所を
対象に、小規模事業所における賃金、労働時間及び雇用の実
態について明らかにすることを目的に年１回実施され、小規
模事業所の実態を示す資料として最低賃金の改訂審議等に使
用されています。
　調査対象となる事業所には、８月から９月にかけて統計調
査員が訪問して調査票を作成します。
　調査票に書かれた内容は、「統計法」により厳しく秘密が
守られます。また、統計以外の目的に用いられることも固く
禁じられています。
　ご多忙のこととは存じますが、調査の重要性をご理解いた
だき、調査にご回答いただきますようお願いいたします。

問い合わせ　和歌山県企画部企画政策局調査統計課
　　　　　　　　（☎０７３―４４１―２３８８）



広報かつらぎ  平成30年（2018年）8月号 6

国民健康保険・後期高齢者医療保険に加入の方へ

70歳以上の方の高額療養費の上限額が変わります
■高額療養費とは
　ひと月に支払った医療費の自己負担額が高額になった場合に、定められた上限額を超えて支払
った自己負担分を払い戻す制度です。（上限額は個人や世帯の所得に応じて決まっています。）
　８月診療分から、70歳以上※１の方の高額療養費の上限額が下表のように変わります。

※１　65歳以上の方で障害認定を受けて後期高齢者医療制度に加入している方も対象になります。
※２　過去12カ月以内に３回以上、上限額に達した場合は、４回目から「多数回」となり上限額が下がります。

現
役
並
み

一
般

住
民
税
非
課
税

適用区分 外来
（個人ごと）

外来
（個人ごと）

外来＋入院
（世帯ごと）

外来＋入院
（世帯ごと）

Ⅲ 課税所得
   690万円以上の方

Ⅱ 課税所得
   380万円以上の方

Ⅰ 課税所得
   145万円以上の方

252,600円＋（医療費－842,000円）
×１％（多数回 140,100円）※２

167,400円＋（医療費－558,000円）
×１％（多数回 93,000円）※２

80,100円＋（医療費－267,000円）
×１％（多数回 44,400円）※２

Ⅰ 住民税非課税世帯
（年金収入80万円以下など）

課税所得
   145万円未満の方

Ⅱ 住民税非課税世帯
8,000円 8,000円

57,600円

80,100円＋
（医療費－
267,000円）
×１％

14,000円 57,600円

24,600円

15,000円

24,600円

15,000円

（年間の上限
　144,000円）

（多数回 44,400円）
 ※２

（多数回 44,400円）
 ※２

57,600円
（多数回 44,400円） ※２

18,000円
（年間の上限
　144,000円）

７月までの上限額 ８月からの上限額

問い合わせ　健康推進課　保険年金係（内線２０５５・２０５８）

　認知症などで徘徊し、行方不明になる可能性のある高齢者等
の早期発見・保護のために、かつらぎ町では衣服やくつなどに
貼り付けることができる「見守りＱＲコードシール」を作成し
ました。これは、行方不明の高齢者等であると気付いた方が、
スマートフォンなどでＱＲコードを読み取ると、警察や役場の連絡先が表示されます。その
際、シールに記入されている番号を警察や役場に伝えていただくと身元が判明し、ご家族へ
連絡される仕組みです。
　「見守りＱＲコードシール」をご希望の方は、事前登録が必要ですので、健康推進課長寿
社会係までご連絡ください。

高齢者見守りシールができました
希望される方はご相談ください

問い合わせ　健康推進課長寿社会係（内線６０２０）
※「ＱＲコード」は（株）デンソーウェーブ
　の登録商標です。

見守りＱＲコードシール
（サンプル）
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国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
の『
限
度
額
適
用

認
定
証
』が
８
月
１
日
以
降
必
要
な
方
は
申
請
が
必
要
で
す

　

入
院
や
外
来
な
ど
医
療
費
が

高
額
に
な
っ
た
場
合
、
『
限
度

額
適
用
認
定
証
』
を
医
療
機
関

な
ど
に
提
示
す
れ
ば
、
１
か
月

ご
と
の
窓
口
負
担
額
（
保
険
適

用
分
の
み
）
の
上
限
が
一
定
額

ま
で
に
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
差
額
ベ
ッ
ド
代
や

保
険
が
き
か
な
い
治
療
を
受
け

た
場
合
な
ど
は
別
途
費
用
が
必

要
で
す
。

　

ま
た
、
住
民
税
非
課
税
世
帯

の
方
に
つ
い
て
は
、
『
限
度
額

適
用
認
定
証
』
を
医
療
機
関
な

ど
に
提
示
す
る
こ
と
に
よ
り
、

入
院
中
の
食
事
代
の
軽
減
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
『
限
度
額
適
用
認
定

証
』
は
窓
口
負
担
額
の
上
限
額

を
示
す
も
の
で
あ
り
被
保
険
者

証
の
代
わ
り
と
し
て
使
用
す
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ　

健
康
推
進
課
保

険
年
金
係
（
内
線
２
０
５
５
、

２
０
５
８
）

限
度
額
適
用
認
定
証
と
は

　

第
三
者
に
住
民
票
の
写
し
な

ど
証
明
書
を
交
付
し
た
場
合
、

事
前
に
登
録
し
た
方
に
交
付
の

事
実
を
通
知
す
る
制
度
で
す
。

　

住
民
票
の
写
し
や
戸
籍
謄
抄

本
な
ど
の
不
正
請
求
や
不
正
取

得
に
よ
る
個
人
の
権
利
侵
害
の

防
止
な
ど
を
図
る
た
め
で
す
。

※
住
民
票
の
写
し
や
戸
籍
謄
抄

本
な
ど
の
交
付
を
制
限
す
る
制

度
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

本
人
通
知
制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す

目
的

　

住
民
福
祉
課
住
民
係
で
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
の

際
は
、
本
人
確
認
書
類
（
運
転

免
許
証
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
、

パ
ス
ポ
ー
ト
、
顔
写
真
入
り
住

民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
な
ど
）
が

必
要
で
す
。

　

な
お
、
代
理
人
に
よ
る
登
録

方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
住
民
福

祉
課
住
民
係
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

【
通
知
対
象
】

・
住
民
票
の
写
し

・
住
民
票
の
記
載
事
項
証
明

・
戸
籍
の
附
票
の
写
し

・
戸
籍
の
謄
抄
本

・
戸
籍
の
記
載
事
項
証
明
な
ど

【
通
知
内
容
】

・
交
付
年
月
日

・
交
付
し
た
証
明
書
の
種
別
と

通
数

（
例
）
住
民
票
の
写
し
１
通

・
交
付
請
求
者
の
種
別

（
例
）
第
三
者
請
求

問
い
合
わ
せ　

住
民
福
祉
課
住

民
係
（
内
線
２
０
６
１
）

登
録
方
法

・
本
町
の
住
民
基
本
台
帳
に
記

載
さ
れ
て
い
る
方
（
５
年
以
内

に
除
か
れ
た
方
を
含
む
）

・
本
町
の
戸
籍
の
附
票
に
記
載

さ
れ
て
い
る
方
（
５
年
以
内
に

除
か
れ
た
方
を
含
む
）

・
本
町
の
戸
籍
に
記
載
さ
れ
て

い
る
方
（
除
か
れ
た
方
を
含

む
）

※
た
だ
し
、
死
亡
し
た
方
、
失

踪
宣
告
を
受
け
た
方
な
ど
は
登

録
で
き
ま
せ
ん
。

登
録
で
き
る
方

＜申請について＞
　８月１日以降『限度額適用認定証』を必要とされる方は、下記をご覧のうえ申請にお越し
ください。なお、後期高齢者医療被保険者の方で７月31日まで有効の『限度額適用認定
証』をお持ちであった方には新しい『限度額適用認定証』を郵送にて送付しています。

○どのような方が対象となりますか？

○申請には何が必要ですか？

【国民健康保険の方】
　・70歳未満の方　　　　・70歳以上で住民税非課税世帯の方
　・70歳以上で自己負担が３割の現役並みⅠ・Ⅱ（課税所得が145万円以上690万円未満）世帯の方
【後期高齢者医療保険の方】
　・住民税非課税世帯の方
　・自己負担が３割の現役並みⅠ・Ⅱ（課税所得が145万円以上690万円未満）世帯の方
　　　※平成30年8月から

　・認め印　　　・『限度額適用認定証』を必要とされる方の被保険者証
　・窓口に来られる方の本人確認ができるもの（運転免許証、被保険者証など）
　・個人番号カードまたは通知カード
　・別世帯の方が申請に窓口にお越しになる際は、委任状が必要となります。
※所得要件などにより、『限度額適用認定証』が交付できない場合もありますので、申請前にお問い合わせ下さい。
※勤務先などで医療保険（社会保険、共済組合など）に加入の方は、加入の医療保険者にお尋ねください。
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里
帰
り
出
産
や
長
期
入
院
な

ど
に
よ
り
、
県
外
の
医
療
機
関

や
施
設
な
ど
で
予
防
接
種
を
希

望
す
る
方
に
対
し
、
予
防
接
種

費
の
助
成
を
行
い
ま
す
。

　

助
成
を
受
け
る
に
は
、
接
種

を
受
け
る
前
に
申
し
出
が
必
要

で
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

◆
対
象
予
防
接
種

予
防
接
種
法
に
定
め
る
定
期
の

予
防
接
種

◆
対
象
者　

事
前
に
町
に
申
し

出
を
し
、
認
め
ら
れ
た
方

◆
助
成
額　

町
が
定
め
る
自
己

負
担
額
を
差
し
引
い
た
額

問
い
合
わ
せ　

健
康
推
進
課

衛
生
係
（
内
線
２
０
５
３
）

ら
か
が
児
童
扶
養
手
当
を
受
給

し
て
い
る
と
き

の
方

◆
手
当
月
額　

　
　
　
　
　

２
万
６
９
４
０
円

　

各
種
福
祉
手
当
を
受
け

て
い
る
方
は
、
毎
年
８
月

中
に
現
況
届
が
必
要
で
す
。

期
限
内
に
忘
れ
ず
に
現
況

届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

⑦
母
が
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
出

生
し
た
児
童

⑧
Ｄ
Ｖ
防
止
法
に
よ
る
保
護
命

令
を
受
け
た
児
童
（
平
成
2
4

年
８
月
か
ら
新
た
に
追
加
）

⑨
そ
の
他
（
棄
児
な
ど
）

◆
手
当
月
額

児
童
１
人
の
場
合

１
万
３
０
円
〜
４
万
２
５
０
０

円※
児
童
２
人
目
５
０
２
０
円
〜

１
万
４
０
円
、
３
人
目
以
降
３

０
１
０
円
〜
６
０
２
０
円
加
算

◆
手
当
を
受
給
で
き
な
い
方

・
児
童
が
里
親
や
児
童
福
祉
施

設
（
母
子
生
活
支
援
施
設
、
保

育
所
お
よ
び
知
的
障
害
児
通
園

施
設
な
ど
を
除
く
）
に
入
所
措

置
さ
れ
て
い
る
と
き

・
父
ま
た
は
母
が
婚
姻
の
届
出

を
し
て
い
な
く
て
も
事
実
上
の

婚
姻
関
係
に
あ
る
と
き
（
③
の

児
童
を
除
く
）

・
す
で
に
父
ま
た
は
母
の
ど
ち

　

福
祉
関
係
の
手
当
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。
受

給
す
る
た
め
に
は
申
請
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
該
当
す
る
と
思

わ
れ
る
方
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

各
種
福
祉
関
係
手
当
の
紹
介

◆
手
当
を
受
給
で
き
る
方

　

次
の
①
〜
⑨
に
該
当
す
る
児

童
（
18
歳
に
達
す
る
日
以
降
の

最
初
の
３
月
31
日
ま
で
の
間
に

あ
る
児
童
、
ま
た
は
20
歳
未
満

で
一
定
の
障
害
の
あ
る
児
童
）

を
監
護
し
て
い
る
母
ま
た
は
父
、

父
母
に
代
わ
り
そ
の
児
童
を
養

育
し
て
い
る
方

①
父
母
の
離
婚
後
、
父
ま
た
は

母
と
別
れ
て
生
活
し
て
い
る
児

童②
父
ま
た
は
母
が
死
亡
し
た
児

童③
父
ま
た
は
母
が
一
定
の
障
害

の
状
態
に
あ
る
児
童

④
父
ま
た
は
母
が
生
死
不
明
の

児
童

⑤
父
ま
た
は
母
か
ら
引
き
続
き

１
年
以
上
遺
棄
さ
れ
て
い
る
児

童⑥
父
ま
た
は
母
が
引
き
続
き
１

年
以
上
拘
禁
さ
れ
て
い
る
児
童

児
童
扶
養
手
当

◆
手
当
を
受
給
で
き
る
方

　

次
の
す
べ
て
を
満
た
す
児
童

を
監
護
す
る
父
母
、
ま
た
は
父

母
に
か
わ
っ
て
児
童
を
養
育
し

て
い
る
方

①
20
歳
未
満
の
児
童

②
身
体
や
知
的
ま
た
は
精
神
に

中
程
度
以
上
の
障
害
が
あ
る
児

童
（
も
し
く
は
、
長
期
に
わ
た

る
安
静
を
必
要
と
す
る
病
状
に

あ
る
児
童
）

◆
手
当
月
額

　

対
象
児
童
１
人
に
つ
き

　

１
級　
　

５
万
１
７
０
０
円

　

２
級　
　

３
万
４
４
３
０
円

◆
手
当
を
受
給
で
き
な
い
方

・
児
童
が
障
害
を
事
由
と
す
る

公
的
年
金
を
受
け
て
い
る
と
き

・
児
童
が
児
童
福
祉
施
設
な
ど

に
入
所
し
て
い
る
と
き

特
別
児
童
扶
養
手
当

◆
手
当
を
受
給
で
き
る
方

　

身
体
や
知
的
ま
た
は
精
神
の

障
害
が
著
し
く
重
度
で
、
日
常

生
活
に
常
時
特
別
の
介
護
を
必

要
と
す
る
、
在
宅
の
20
歳
以
上

特
別
障
害
者
手
当

◆
手
当
を
受
給
で
き
る
方

　

身
体
や
知
的
ま
た
は
精
神
の

障
害
が
著
し
く
重
度
で
、
日
常

生
活
に
常
時
特
別
の
介
護
を
必

要
と
す
る
、
在
宅
の
20
歳
未
満

の
児
童

◆
手
当
月
額　

　
　
　
　
　

１
万
４
６
５
０
円

※
各
種
福
祉
手
当
に
は
所
得
制

限
が
あ
り
、
手
当
を
受
け
る
方

や
そ
の
扶
養
義
務
者
の
前
年
の

所
得
が
一
定
の
額
以
上
あ
る
と

き
は
、
手
当
は
支
給
さ
れ
ま
せ

ん
。

提
出
先
・
問
い
合
わ
せ　

住
民
福
祉
課
福
祉
係
（
内
線
２

０
６
４
）

障
害
児
福
祉
手
当

予
防
接
種
費
の

償
還
払
に
つ
い
て
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農
業
者
年
金
は
、
日
本
農
業

の
担
い
手
で
あ
る
農
業
者
だ
け

が
加
入
で
き
る
「
農
業
者
の
た

め
の
年
金
」
で
す
。

加
入
資
格

・
国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険

　

者
（
保
険
料
納
付
免
除
者
を

　

除
く
）

・
年
間
60
日
以
上
農
業
に
従
事

　

す
る
方

・
60
歳
未
満
の
方

メ
リ
ッ
ト

・
少
子
高
齢
化
に
強
い
積
立
方

　

式
・
保
険
料
は
月
額
２
万
円
か
ら

　

６
万
７
千
円
ま
で
の
間
で
自

　

由
に
選
択
可
能

・
終
身
年
金
で
80
歳
ま
で
の
保

　

障
付　

・
支
払
っ
た
保
険
料
は
全
額
社

　

会
保
険
料
控
除
の
対
象

・
一
定
の
要
件
を
満
た
す
担
い

　

手
の
方
に
は
、
保
険
料
の
国

　

庫
補
助
制
度
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

産
業
観
光
課
農

業
振
興
係
（
内
線
２
１
０
１
）

  

農
業
者
年
金
に

加
入
し
ま
せ
ん
か
？

安
心
し
て
農
地
の
貸
し
借
り
を

　

農
業
者
の
高
齢
化
や
後
継
者
不
足
な
ど
の
た
め
、
遊
休
農
地
が

増
加
し
て
い
ま
す
。
農
地
は
一
度
荒
れ
て
し
ま
う
と
、
元
の
耕
作

で
き
る
状
態
に
戻
す
こ
と
は
容
易
で
は
な
く
、
周
辺
農
地
や
近
隣

住
民
に
大
変
迷
惑
を
及
ぼ
し
ま
す
。
解
決
策
の
一
つ
と
し
て
、
農

地
が
遊
休
化
す
る
前
に
利
用
権
設
定
を
行
い
、
農
地
の
貸
し
借
り

を
す
る
方
法
が
あ
り
ま
す
。

　

町
が
、
農
地
を
貸
し
た
い
と

い
う
農
家
と
農
業
経
営
規
模
の

拡
大
を
図
り
た
い
農
家
と
の
間

に
入
り
、
安
心
し
て
農
地
の
貸

し
借
り
が
で
き
る
制
度
で
す
。

　

借
り
手
は
、
貸
借
期
間
中
安

心
し
て
耕
作
が
で
き
ま
す
。
ま

た
、
昔
か
ら
の
小
作
権
と
は
異

な
り
、
貸
し
手
は
貸
借
期
限
が

く
れ
ば
自
動
的
に
農
地
が
返
還

さ
れ
る
た
め
、
安
心
し
て
農
地

を
貸
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

契
約
期
間
の
終
了
が
近
づ
く

と
町
か
ら
お
知
ら
せ
し
ま
す
の

で
、
継
続
し
た
い
場
合
に
は
再

設
定
を
行
え
ば
、
引
き
続
き
貸

し
借
り
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

問
い
合
わ
せ　

産
業
観
光
課
農

業
振
興
係
（
内
線
２
１
０
４
）

利
用
権
設
定
と
は

　

貸
し
借
り
の
相
手
が
見
つ
か

ら
な
い
場
合
、
農
業
委
員
会
へ

ご
希
望
の
条
件
を
登
録
す
る
と
、

条
件
が
合
致
し
た
方
に
、
現
地

確
認
を
含
め
て
紹
介
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

近
年
中
に
廃
園
な
ど
を
考
え

て
い
ら
っ
し
ゃ
る
農
家
の
方
は
、

地
域
の
農
業
委
員
、
農
地
利
用

最
適
化
推
進
委
員
（
推
進
委

員
）
ま
た
は
農
業
委
員
会
事
務

局
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

貸
し
手
、
借
り
手
が

見
つ
か
ら
な
い
場
合

　

急
傾
斜
の
畑
や
車
が
進

入
で
き
な
い
畑
な
ど
耕
作

不
便
な
農
地
に
つ
い
て
は
、

借
り
手
が
見
つ
か
ら
な
い

場
合
も
あ
り
ま
す
。
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和泉市・かつらぎ町友好都市親善子ども会交流会和泉市・かつらぎ町友好都市親善子ども会交流会和泉市・かつらぎ町友好都市親善子ども会交流会
　かつらぎ町青少年育成連絡協議会では、夏休み期間中に小学４年生～６年生の皆さんを対象とした、
友好都市 和泉市との交流会を企画しました。楽しい夏休みの思い出を作りましょう！

第４1次（前期）第４1次（前期）子ども会リーダー育成研修会開催のお知らせ子ども会リーダー育成研修会開催のお知らせ
　　　  「リーダー研修に参加しよう！」　　　  「リーダー研修に参加しよう！」
第４1次（前期）子ども会リーダー育成研修会開催のお知らせ
　　　  「リーダー研修に参加しよう！」
　子ども会活動をより充実させるうえで、重要な役割を担うリーダーを養成することを目的として研
修会を開催します。

日　時　８月23日（木）午前９時30分～
　　　　24日（金）午後３時30分
場　所　和歌山県立紀北青少年の家
対　象　小学４年生～６年生　50名
　　　　（応募多数の場合は抽選）
　※参加者決定通知については８月中旬
参加費　無料
締　切　８月８日（水）

参 加 費　1000円

プログラム（天候の都合により変更の可能性あり）
23日：記念品作り、キャンプファイヤー
24日：朝の集い、野外炊事

申し込み・問い合わせ　
教育委員会生涯学習課 青少年センター係（内線３０１５）

※各級とも土曜日午後２時～日曜日午後２時まで

初級前期
(小学５年生)

 ９月 ８日（土）～ ９日（日）
11月10日（土）～11日（日）

・子ども会活動について
・野外炊事
・キャンプファイヤー
・子ども会の行事計画について
・ゲームの集い
・創作活動
・会議の進め方
・ゲームの指導法
・手話の学習

10月13日（土）～14日（日）
11月24日（土）～25日（日）

 ９月29日（土）～30日（日）
11月17日（土）～18日（日）

中級前期
(中学１年生)

上級前期
(中学３年生)

日　　程コース 内　　容 場　　所

県立
紀北青少年の家

問い合わせ　教育委員会生涯学習課 青少年センター係（内線３０１５）

平成29年度交流会（和泉市立青少年の家）
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まちまちのわだいわだいまちのわだい

高齢者叙勲受章
　６月27日（水）、髙橋亨さん（丁ノ町）に旭日単光
章が伊都振興局より伝達されました。
　髙橋さんは、かつらぎ町議会議員として５期20
年間在職され、その間、議会厚生常任委員会副委
員長を務めるなど、要職を歴任され、町の発展お
よび住民福祉の向上に多大な貢献をされた功績が
認められ、今回の受賞となりました。

ジュニアリーダー活動奨励賞
　６月17日（日）、伊都振興局においてジ
ュニアリーダー活動奨励賞表彰式が開催
され、かつらぎリーダークラブから前田 
一樹くん、竪岸工くん、田村万有さん、
室谷勇希くんの４名が表彰されました。
　この表彰は、青少年自身が地元の青少
年を育てる循環システムを推進するため、
子どもの健全育成に取り組む活動を行っ
ている青少年に対し、伊都振興局が設け
た制度です。 （写真左から前田 一樹くん、竪岸 工くん、

　　　　　　田村 万有さん、室谷 勇希くん）

期待されます。商工会会長の中谷保氏は「町長はじめ、関係各位のおかげで今回の事務所移転が
実現しました。近畿で一番の商工会を目指して、尽力いたします。」とコメントしました。

商工会事務所がリニューアルオープン
　６月14日（木）、かつらぎ町商工会は
事務所移転に伴うオープンセレモニー
を実施しました。式典では、新事務所
である旧川上酒かつらぎ文化伝承館前
にて清はらい神事が執り行われ、商工
会役員、かつらぎ町長らが出席しまし
た。
　同事務所では、これまでの事業者支
援に加え、新たにアンテナショップの
ネット販売事業の拠点としての活用が

お詫び
 ７月26日（木）に予定していた「伊都地方人権尊重連絡協議会こころの研修」は講師の体調不良
により当面延期となりました。今回参加を予定されていた方々には、大変ご迷惑をおかけしま
した。今後の開催につきましては、日程などを調整のうえ、広報などによりお知らせします。

問い合わせ　伊都地方人権尊重連絡協議会（☎０７３６－３３－４９００）
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まちまちのわだいわだいまちのわだい

第66回よい歯を育てるコンクール開催
　６月７日（木）、伊都歯科医師会、伊都地方教育委員会連絡協議会主催の第66回よい歯を育てる
コンクールが橋本市立高野口小学校で開催されました。
　このコンクールは、歯と口の健康保持に努力している各小学校代表児童をたたえ、口腔衛生意
識の向上を図ることを目的とし、歯と口の衛生週間にあわせて行われています。今年度は伊都地
方の小学校24校、134名の参加がありました。結果は次のとおりです。

　会場内では、歯の模型を作るコーナーや歯医者さんを体験できるコーナーなどが設置され、児
童たちは楽しみながら歯の健康について学びました。

　　　　　　　　　　　　　　　　《敬称略》
個人の部　１年　２位　森實　奈生（大谷小）
　　　　　　　　３位　浦畑　杏奈（笠田小）
　　　　　２年　３位　東山　采未（妙寺小）
　　　　　３年　３位　松下　周平（笠田小）
　　　　　４年　２位　林　　愛侑（大谷小）
　　　　　　　　３位　北村朱寿加（笠田小）
　　　　　　　　３位　鍵澤　勇丞（妙寺小）
　　　　　５年　２位　稲葉　彩夏（笠田小）
　　　　　　　　３位　田中　陽菜（妙寺小）
　　　　　６年　１位　山本　愛弓（笠田小）
　　　　　　　　３位　中泉　風笑（渋田小）
　　　　　　　　３位　大上あやか（梁瀬小）

第41回和歌山県少年サッカーリーグ決勝大会（Bリーグ戦）準優勝
　３月４日（日）、南山スポーツ公園陸上競技場
（日高川町）で第41回和歌山県少年サッカーリーグ
決勝大会（Bリーグ戦）が行われました。県内各地
の地域予選を勝ち抜いた８チームが日ごろの練習
の成果を発揮し、白熱した試合が行われ、妙寺少
年サッカークラブ（伊都那賀１位）が準優勝という
好成績を収めました。
　妙寺少年サッカークラブは、現在29名の部員で、
毎週火、木、土、日曜日練習に励んでいます。
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か
つ
ら
ぎ
西
部
公
園
パ
ー
ク

ゴ
ル
フ
場
に
て
受
付
な
ど
管
理

運
営
業
務
を
し
て
い
た
だ
け
る

方
を
募
集
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

募
集
人
員　

２
名

業
務
日　

９
月
20
日（
木
）〜
平

成
31
年
３
月
31
日（
日
）午
前
８

時
15
分
〜
午
後
５
時
15
分　

週

４
日
程
度
（
土
、
日
、
祝
日
を

含
む
）

金
額　

日
額
７
８
０
０
円

申
込
資
格　

平
成
30
年
４
月
１

日
現
在
20
歳
以
上
65
歳
未
満

受
付
期
間　

８
月
１
日（
水
）〜

15
日（
水
）（
土
、
日
を
除
く
）

申
込
方
法　

市
販
の
履
歴
書
に

記
入
の
上
、
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

消
防
職
員
募
集

選
考
方
法　

面
接

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
社
会

体
育
係
（
内
線
３
０
１
７
）

採
用
予
定
人
数　
　

２
名
程
度

受
験
資
格　

次
の
す
べ
て
を
満

た
す
方

①
平
成
８
年
４
月
２
日
か
ら
平

成
13
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
方

②
採
用
さ
れ
た
場
合
、
伊
都
消

防
組
合
構
成
市
町
（
橋
本
市
、

か
つ
ら
ぎ
町
、
九
度
山
町
）
に

居
住
で
き
る
方

③
身
体
要
件
が
一
定
基
準
以
上

の
方

※

日
本
国
籍
を
有
し
な
い
方
お

よ
び
地
方
公
務
員
法
第
16
条
各

号
（
欠
格
条
項
）
に
規
定
す
る

方
は
受
験
で
き
ま
せ
ん
。

試
験
日
・
内
容

募　

集 InformationInformationInformation

お知らせお知らせ

８月の８月の８月の

お知らせ

第
一
次　

９
月
16
日（
日
）
教

養
試
験
（
高
校
卒
業
程
度
）、

消
防
適
性
検
査
、
作
文
試
験
、

体
力
試
験

第
二
次　

10
月
下
旬
予
定
（
第

１
次
試
験
合
格
者
の
み
）

面
接
試
験

試
験
場
所　

伊
都
消
防
組
合
消

防
本
部

申
込
方
法　

採
用
試
験
受
験
申

込
書
（
伊
都
消
防
組
合
消
防
本

部
総
務
課
で
配
布
ま
た
は
伊
都

消
防
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
）
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
提
出

受
付
期
間　

８
月
１
日（
水
）〜

15
日（
水
）午
前
８
時
30
分
〜
午

後
５
時
15
分
ま
で
（
土
、
日
、

祝
日
を
除
く
）

提
出
先
・
問
い
合
わ
せ　

伊
都

消
防
組
合
消
防
本
部
総
務
課

（
☎
22―

０
１
１
９
）

か
つ
ら
ぎ
西
部
公
園
パ
ー
ク

ゴ
ル
フ
場
臨
時
職
員
募
集

採
用
予
定
人
数　

保
育
士
１
名

受
験
資
格　

平
成
元
年
４
月
２

日
か
ら
平
成
11
年
４
月
１
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
方
で
、
保
育
士

資
格
を
有
す
る
方（
見
込
み
可
）

試
験
方
法

第
一
次
試
験　

筆
記
試
験
（
教

養
試
験
、
作
文
試
験
）

第
二
次
試
験　

面
接
試
験
（
個

人
面
接
）

第
一
次
試
験
日
お
よ
び
場
所

９
月
16
日（
日
）九
度
山
町
ふ
る

さ
と
セ
ン
タ
ー（
予
定
）

申
込
用
紙
配
布
期
間
・
場
所　

８
月
１
日（
水
）〜
24
日（
金
）午

前
９
時
〜
午
後
５
時
（
土
、
日
、

祝
日
を
除
く
）

九
度
山
町
九
度
山
６
１
７

母
子
生
活
支
援
施
設
わ
か
く
さ

採
用
予
定
年
月
日　

平
成
31
年

４
月
１
日（
予
定
）

受
付
期
間　

８
月
10
日（
金
）〜

31
日（
金
）午
前
９
時
〜
午
後
５

時
（
土
、
日
、
祝
日
を
除
く
）

問
い
合
わ
せ　

伊
都
郡
町
村
及

び
橋
本
市
児
童
福
祉
施
設
事
務

組
合　

母
子
生
活
支
援
施
設
わ

か
く
さ
（
☎
０
７
３
６―

54―
２
１
６
８
）

母
子
生
活
支
援
施
設

わ
か
く
さ
職
員
募
集

◆
自
衛
官
候
補
生

資
格　

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の

方受
付　

随
時

試
験
日　

受
付
時
に
お
知
ら
せ

◆
防
衛
医
科
大
学
校
学
生

資
格　

18
歳
以
上
21
歳
未
満
の

方
で
高
卒
者
（
見
込
み
を
含

む
）
ま
た
は
高
専
３
年
次
修
了

者
（
見
込
み
を
含
む
）

受
付　

９
月
５
日（
水
）〜
28
日

（
金
）

試
験
日
（
一
次
）

《
医
学
科
》
10
月
27
日（
土
）、

28
日（
日
）

《
看
護
学
科
（
自
衛
官
候
補
看

護
学
生
）
》
10
月
20
日（
土
）

◆
防
衛
大
学
校
学
生

・
推
薦

資
格　

18
歳
以
上
21
歳
未
満
の

高
卒
者
（
見
込
み
を
含
む
）
ま

た
は
高
専
３
年
次
修
了
者
（
見

込
み
を
含
む
）
の
方
で
成
績
優

秀
か
つ
生
徒
会
活
動
な
ど
に
顕

著
な
実
績
を
修
め
、
学
校
長
が

推
薦
で
き
る
方

受
付　

９
月
５
日（
水
）〜
７
日

（
金
）

試
験
日　

９
月
22
日（
土
）、
23

日（
秋
分
の
日
）

・
総
合
、
一
般

自
衛
官
候
補
生
等
募
集
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い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
請
求
下

さ
い
。

出
願
期
間　

８
月
31
日（
金
）

問
い
合
わ
せ　

放
送
大
学
和
歌

山
学
習
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
７
３

―

４
３
１―

０
３
６
０
）

試
験
日　

11
月
18
日（
日
）

試
験
会
場　

和
歌
山
県
民
文
化

会
館

申
込
書
配
布　

上
下
水
道
課
、

県
庁
下
水
道
課
、
県
下
水
道
公

社
、
各
振
興
局

受
付
場
所　

上
下
水
道
課

申
込
書
配
布
期
間　

８
月
13
日

（
月
）〜
９
月
７
日（
金
）

申
込
書
受
付
期
間　

８
月
27
日

（
月
）〜
９
月
７
日（
金
）

※

希
望
者
に
対
し
、
受
験
講
習

を
10
月
27
日（
土
）同
会
場
に
て
、

実
施
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

上
下
水
道
課

（
☎
22―

６
５
６
６
）、
和
歌
山

県
下
水
道
協
会
（
☎
０
７
３―

４
３
５―

１
０
９
３
）

お
知
ら
せ

　

平
成
30
年
10
月
入
学
生
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

　

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴

史
・
文
学
・
情
報
・
自
然
科
学

な
ど
、
約
３
０
０
の
幅
広
い
授

業
科
目
が
あ
り
、
１
科
目
か
ら

学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

全
国
に
学
習
セ
ン
タ
ー
が
設

置
さ
れ
て
お
り
、
サ
ー
ク
ル
活

動
な
ど
の
学
生
の
交
流
も
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て

放
送
大
学
学
生
募
集

資
格　

18
歳
以
上
21
歳
未
満

（
自
衛
官
は
23
歳
未
満
）
の
方

で
高
卒
者
（
見
込
み
を
含
む
）

ま
た
は
高
専
３
年
次
修
了
者

（
見
込
み
を
含
む
）

受
付
《
総
合
》
９
月
５
日（
水
）

〜
７
日（
金
）

《
一
般
》
９
月
５
日（
水
）〜
28

日（
金
）

試
験
日
（
一
次
）
《
総
合
》
９

月
22
日（
土
）《
一
般
》
11
月
３

日（
文
化
の
日
）、
４
日（
日
）

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

願
書
請
求
・
問
い
合
わ
せ　

和

歌
山
地
方
協
力
本
部
橋
本
地
域

事
務
所
（
☎
０
７
３
６
―
32
―

０
７
４
４
）

　

毎
年
８
月
は
「
道
路
ふ
れ
あ

い
月
間
」
で
す
。
そ
こ
で
、
県

内
の
市
町
村
が
一
斉
に
ク
リ
ー

ン
活
動
を
実
施
し
ま
す
。
か
つ

ら
ぎ
町
で
は
、
次
の
と
お
り
道

路
清
掃
を
実
施
し
ま
す
の
で
、

皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

日
時　

８
月
25
日（
土
）

午
前
８
時
〜
２
時
間
程
度

※

雨
天
の
場
合
は
８
月
26
日

（
日
）に
順
延

集
合
場
所　

か
つ
ら
ぎ
町
役
場

庁
舎
前

内
容　

町
道
の
道
路
清
掃
（
役

場
〜
丁
ノ
町
地
区
の
周
回
）

※
火
ば
さ
み
、
軍
手
、
ご
み
袋

は
用
意
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

建
設
課
管
理
係

（
内
線
２
０
８
４
、
２
０
８
６
）

紀
州
路
ク
リ
ー
ン
大
作
戦‘
18

の
実
施
に
つ
い
て

　

平
成
30
年
度
和
歌
山
県
下
水

道
排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者

資
格
認
定
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

下
水
道
排
水
設
備
工
事

責
任
技
術
者
資
格
認
定
試
験

106,400円
―

103,378円
―

5,000円
24,000円
238,778円

６件
―
９件
―
１件
１件
17件

32,400円
―

10,000円
5,000円

―
―

47,400円

３件
―
１件
１件
―
―
５件

町および町長 議会および議長

弔　意
見舞い
お祝い
賛　助
会　費
その他
計

５・６月分 金　額 件数 金　額 件数

町および町長・議会および議長交際費の公表

第
４
次
か
つ
ら
ぎ
町
長
期
総

合
計
画
「
後
期
基
本
計
画
」

を
策
定
し
ま
し
た

　

町
長
か
ら
の
諮
問
に
よ
り
、

か
つ
ら
ぎ
町
長
期
総
合
計
画
策

定
審
議
会
（
委
員
13
名
）
に

よ
っ
て
平
成
29
年
６
月
か
ら
５

回
に
わ
た
り
審
議
会
を
開
催
し
、

調
査
・
審
議
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
町
長
へ
の
答
申
の

後
、
平
成
30
年
度
第
１
回
か
つ

ら
ぎ
町
議
会
定
例
会
（
６
月
会

議
）
に
お
い
て
議
決
さ
れ
ま
し

た
。

　

前
期
基
本
計
画
の
策
定
か
ら

５
年
が
経
過
し
、
引
き
続
き
基

本
構
想
の
実
現
に
向
け
て
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
こ
れ

ま
で
の
取
り
組
み
の
点
検
・
評

価
を
行
い
、
本
町
を
取
り
巻
く

環
境
変
化
な
ど
を
踏
ま
え
、
後

期
基
本
計
画
（
平
成
30
〜
34
年

度
）
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
基
本
構
想
に
お
い

て
示
さ
れ
た
、
「
住
ん
で
み
て

　

こ
こ
が
イ
チ
バ
ン　

か
つ
ら

ぎ
町
」
の
実
現
を
目
指
す
と
と

も
に
、
本
町
の
持
続
的
な
発
展

の
基
礎
を
築
き
、
継
承
し
て
い

く
た
め
、
計
画
に
掲
げ
た
施
策

を
着
実
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

※

本
計
画
は
９
月
上
旬
よ
り
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

企
画
公
室
ま
ち

づ
く
り
推
進
係
（
内
線
２
０
１

３
）

日
時　

９
月
２
日（
日
）

　
　
　

午
後
１
時
〜
３
時

場
所　

丹
生
都
比
売
神
社

講
師　

下
西　

忠　

氏

　
　
　

（
高
野
山
大
学
教
授
）

演
題　

「
天
野
と
西
行
」

世
界
遺
産
セ
ミ
ナ
ー

開
催
の
お
知
ら
せ
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問
い
合
わ
せ　

伊
都
振
興
局
企

画
産
業
課
（

０
７
３
６
―
33

―
４
９
０
９
）

ひ
き
こ
も
り
青
年
の
た
め
の

「
居
場
所
」「
親
の
会
」

◆
居
場
所

毎
週
月
曜
日
・
火
曜
日

（
祝
日
を
除
く
）

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

◆
親
の
会

８
月
１
日（
水
）、
９
月
５
日

（
水
）午
後
７
時
〜
９
時

場
所　

大
谷
地
域
交
流
セ
ン

タ
ー　

１
階
和
室

主
催
・
問
い
合
わ
せ　

よ
り
み

ち
（
☎
０
９
０―

７
０
９
３―

９
５
９
５
）
開
所
時
間
内
の
み

※

非
通
知
設
定
の
場
合
は
お
答

え
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す

全
国
一
斉

「
子
ど
も
の
人
権
110
番
」

強
化
週
間
を
実
施
し
ま
す

内
容　

い
じ
め
や
虐
待
な
ど
の

「
子
ど
も
に
関
す
る
人
権
な
ん

で
も
相
談
」

期
間　

８
月
29
日（
水
）〜
９
月

４
日（
火
）

時
間　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後

７
時
（
土
曜
・
日
曜
は
午
前
10

時
〜
午
後
５
時
）

☎
０
１
２
０―

０
０
７―

１
１
０

※

相
談
は
無
料
で
秘
密
厳
守
。

法
務
局
職
員
ま
た
は
人
権
擁
護

委
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

和
歌
山
地
方
法

務
局
人
権
擁
護
課
・
和
歌
山
県

人
権
擁
護
委
員
連
合
会
（
☎
０

７
３―

４
２
２―

５
１
３
１
）

※

ひ
き
こ
も
り
支
援
に
つ
い
て

の
問
い
合
わ
せ　

住
民
福
祉
課

福
祉
係
（
内
線
２
０
６
６
）

ま
す
。

８
月
10
日（
金
）、
17
日（
金
）、

９
月
７
日（
金
）

午
後
１
時
〜
５
時

場
所　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー　

　
　
　

１
階
機
能
訓
練
室

問
い
合
わ
せ　

健
康
推
進
課
衛

生
係
（
内
線
６
０
３
１
）

○８月31日（金）納期限

　町税などの納付は便利で確実な口座振替を
ご利用ください。

● 町民税・県民税　　　　第３期
● 固定資産税　　　　　　第３期
● 国民健康保険税　　　　第２期
● 後期高齢者医療保険料　第２期
● 介護保険料　　　　　　第３期

心
配
ご
と
・
法
律
相
談

８
月
13
日（
月
）、
27
日（
月
）、

９
月
10
日（
月
）

受
付　

午
後
１
時
30
分
〜

３
時
30
分
（
先
着
順
）

相
談
時
間　

午
後
４
時
ま
で

場
所　

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ　

社
会
福
祉
協
議

会
（

22―

４
３
１
１)

理
学
療
法
士
相
談

　

「
退
院
は
し
た
も
の
の…

」

「
リ
ハ
ビ
リ
は
卒
業
し
た
も
の

の…

」
と
自
宅
で
の
自
主
リ
ハ

ビ
リ
や
健
康
体
操
の
方
法
な
ど

で
お
悩
み
の
方
の
相
談
に
応
じ

相　

談

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
消
費
者
サ
ポ
ー

ト
ネ
ッ
ト
和
歌
山
の
専
門
相
談

員
に
よ
る
「
消
費
生
活
相
談

会
」
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

悪
質
な
訪
問
販
売
や
契
約
・
取

引
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
の

消
費
者
問
題
で
お
悩
み
の
方
の

相
談
に
消
費
生
活
専
門
相
談
員

が
応
じ
ま
す
。

①
８
月
７
日（
火
）

か
つ
ら
ぎ
町
役
場
２
階
会
議
室
Ｂ

消
費
生
活
相
談

８
月
14
日（
火
）

　

笠
田
公
民
館
佐
野
分
館

８
月
21
日（
火
）

　

笠
田
東
児
童
館

８
月
１
日（
水
）、
22
日（
水
）

　

か
つ
ら
ぎ
総
合
文
化
会
館

各
日
、
午
後
２
時
〜
３
時
30
分

就
職
相
談

問
い
合
わ
せ　

和
歌
山
県
世
界

遺
産
セ
ン
タ
ー
（
高
野
地
域
駐

在　

若
林
）
（
☎
０
７
３
６―

26―
８
６
５
８
）

②
８
月
14
日（
火
）

高
野
町
役
場
住
民
ホ
ー
ル

③
８
月
21
日（
火
）

橋
本
市
役
所
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

④
８
月
28
日（
火
）

九
度
山
町
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー

各
日
、
午
後
１
時
〜
４
時

※
ど
の
会
場
で
も
相
談
で
き
ま

す
。

問
い
合
わ
せ　

産
業
観
光
課
商

工
観
光
係
（
内
線
２
２
１
２
）
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災
害
に
備
え
る
た
め
に
は
、
事
前
に
災
害
発
生
の
メ
カ
ニ
ズ
ム

を
知
る
事
が
大
切
に
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
今
回
は
土
砂
災
害
に
つ

い
て
ご
紹
介
を
し
ま
す
。

シリーズ防災（その３）
　

土
砂
災
害
は
突
発
的
に
発
生

し
、
予
測
を
す
る
の
は
大
変
困

難
で
す
が
、
前
兆
現
象
が
み
ら

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
気
象

情
報
に
は
十
分
注
意
し
、
身
近

に
土
砂
災
害
の
危
険
箇
所
や
前

兆
を
確
認
し
た
場
合
は
速
や
か

に
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。

　

県
が
指
定
す
る
土
砂
災
害
警

戒
区
域
お
よ
び
土
砂
災
害
特
別

警
戒
区
域
に
お
住
い
の
方
は
特

に
注
意
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

事
前
に
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で

自
分
の
住
ん
で
い
る
地
域
を
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

斜
面
の
一
部
あ
る
い
は
全
部

が
地
下
水
の
影
響
と
重
力
に
よ

っ
て
ゆ
っ
く
り
と
斜
面
下
方
に

異
動
す
る
現
象

土
砂
災
害

土
砂
災
害

　
　

に
つ
い
て

　
　

に
つ
い
て

土
砂
災
害

　
　

に
つ
い
て

災
害
の
種
類
に
つ
い
て（
風
水
害
編
②
）

地
す
べ
り

　

雨
が
地
中
に
し
み
込
み
水
分

が
土
の
抵
抗
力
を
弱
め
斜
面
が

突
然
崩
れ
落
ち
る
現
象

が
け
崩
れ

自
分
の
住
ん
で
い
る

自
分
の
住
ん
で
い
る

場
所
を
確
認
し
ま
し
ょ
う

場
所
を
確
認
し
ま
し
ょ
う

自
分
の
住
ん
で
い
る

場
所
を
確
認
し
ま
し
ょ
う

　

土
砂
災
害
が
発
生
す
る
と
き

は
何
ら
か
の
前
兆
現
象
が
現
れ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
前
兆
現

象
に
気
づ
い
た
ら
、
周
り
の
人

に
も
知
ら
せ
、
い
ち
早
く
安
全

な
場
所
に
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

総
務
課
消
防
防

災
係
（
内
線
２
０
２
２
・
２
０

２
３
）

土
砂
災
害
の
前
兆
に

土
砂
災
害
の
前
兆
に

　

気
を
付
け
ま
し
ょ
う

　

気
を
付
け
ま
し
ょ
う

土
砂
災
害
の
前
兆
に

　

気
を
付
け
ま
し
ょ
う

地すべり

がけ崩れ

土
石
流

　

土
砂
災
害
発
生
時
に
皆
さ
ん

の
生
命
ま
た
は
身
体
に
危
害
が

生
じ
る
恐
れ
が
あ
る
と
認
め
ら

れ
る
地
域

土
砂
災
害
警
戒
区
域

　

土
砂
災
害
発
生
時
に
建

築
物
に
破
損
が
生
じ
、
皆

さ
ん
の
生
命
お
よ
び
身
体

に
著
し
い
危
害
が
生
じ
る

恐
れ
が
あ
る
と
認
め
ら
れ

る
地
域

土
砂
災
害

　
　

特
別
警
戒
区
域

土石流

　

土
砂
災
害
警
戒
区
域
の

詳
細
に
つ
い
て
は
、
４
月

広
報
で
お
配
り
し
ま
し
た

「
か
つ
ら
ぎ
町
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
」
を
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

・地面にひび割れができる
・井戸や沢の水がにごる
・がけや斜面から水がふきだす
・家や擁壁に亀裂ができる
・地面の一部が陥没したりする

・がけからの水がにごる
・地下水やわき水が止まる
・小石が落ちてくる
・がけから音がする
・異様なにおいがする

・山鳴りがする
・腐った土のにおいがする
・川の水がにごったり、流木が
混ざったりする
・雨が降り続いているのに、川
の水位が下がる

がけ崩れ

土石流

地すべり
土砂災害の前兆

　

山
腹
や
川
底
の
石
や
土
砂
が

集
中
豪
雨
な
ど
に
よ
っ
て
一
気

に
下
流
へ
と
押
し
流
さ
れ
る
現

象

土砂災害に備えましょう！！
１ ハザードマップで自宅を確認
　 する
２ 長雨や豪雨に注意する
３ 土砂災害の前兆に注意する
４ 危険を感じたらすぐ避難する
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青
嵐
の
坂　
　
　
　

葉
室　

麟

長
兵
衛
天
眼
帳　

山
本　

一
力

六
月
の
雪　
　
　

乃
南　

ア
サ

の
の
は
な
通
信

　
　
　
　
　
　

三
浦　

し
を
ん

Ａ
Ｓ
Ｋ　
　
　
　

新
堂　

冬
樹

元
禄
お
犬
姫　
　

諸
田　

玲
子

と
り
あ
え
ず
ウ
ミ
ガ
メ
の
ス
ー

プ
を
仕
込
も
う
。

　
　
　
　
　
　
　

宮
下　

奈
都

や
ば
い
老
人
に
な
ろ
う

　
　
　
　
　
　

さ
だ　

ま
さ
し

鏡
じ
か
け
の
夢　

　
　
　
　
　
　

秋
吉　

理
香
子

趣
味
・
実
用
書
な
ど

趣
味
・
実
用
書
な
ど

児
童
書

ざ
ん
ね
ん
な
い
き
も
の
事
典　

続
　々
　
　
　
　

今
泉　

忠
明

お
も
ち
ゃ
の
迷
路

　
　
　
　
　
　

香
川　

元
太
郎

お
し
り
ど
ろ
ぼ
う　

　
　
　
　
　
　
　

陣
崎　

草
子

つ
く
え
は
つ
く
え

　
　
　
　
　
　
　

五
味　

太
郎

勝
海
舟
の
罠　
　

水
野　

靖
夫

遊
べ
る
列
車
１
０
０
選

　
　
　
　
　
　
　
　

谷
崎　

竜

こ
ど
も
キ
ッ
チ
ン
、
は
じ
ま
り

ま
す
。　
　
　

石
井　

由
紀
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＊開館時間は午前９時～午後５時です。 
＊花園分館の開館日時は、 水曜・土曜日
　（年末年始は除く）の午後１時～５時です。

8月の図書館休館日

問い合わせ　図書館（内線３０２１）

日時　11月23日（勤労感謝の日）午後12時30分～
場所　かつらぎ総合文化会館　ＡＶホール
申込方法
★発表者については申込が必要です
　町内に在住、在学の方で、小学生の部10名まで、中学生
　の部14名まで募集しますので、10月26日（金）までに、学
　校を通じて申し込んでください。
★観戦者の申込は不要ですので、直接開場へお越し下さい。
　＊「ビブリオバトル」って何？
　①面白い本をみつけて読んで集合！　　　　　　　　
　②本の魅力を１人５分で紹介！（ミニビブリオバトルは３分）
　③２～３分のディスカッション（ミニビブリオバトルは２分）
　④「どの本を一番読みたくなったか？」
　　　投票で「チャンプ本」を決定！

  6(月)・13(月)　
20(月)・27(月)

「ビブリオバトル小学生・中学生大会」
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健康ひろば健康ひろば健康ひろば

笠田公民館
（笠田ふるさと交流館）

〔水あそび〕
笠田公民館

（笠田ふるさと交流館）
〔合同運動会〕

笠田公民館
（笠田ふるさと交流館）
〔合同運動会〕

笠田公民館
（笠田ふるさと交流館）
〔合同運動会〕

９月21日㈮10:00～11:00

９月21日㈮10:00～11:00

９月20日㈭10:00～11:00

９月21日㈮10:00～11:00

笠田育児
サークル

妙寺･三谷
育児
サークル

８月17日㈮10:00～11:00

８月８日㈬10:00～11:00

佐野育児
サークル

笠田公民館佐野分館
（佐野ふれあい館）
〔水あそび〕

８月22日㈬10:00～11:00

８月16日㈭10:00～11:00
丁ノ町育児
サークル

丁ノ町地域
交流センター

三谷公民館
〔水あそび〕

サークル名 場　　所 日　　　時

子育て支援センターからのお知らせ

場所（上記いずれも）：子育て支援センター（保健福祉センター1階）
問い合わせ   子育て支援センター「はぐくみ」（内線６０１３）

日・祝以外は開いているのでいつでも遊びに来てね。

・８月９日（木） 午後3時～3時45分
１歳児以上のお友達とお母さんの遊びの場です。
わくわく広場

子育てについて、いろんなおしゃべりを楽しもう♪
おしゃべりサロン

・８月16日（木） 午前10時～11時

・８月16日（木） 午後1時～3時
※この日以外でも気軽にご相談ください。

子育てについて悩んでいませんか？
育児相談

※お誕生月の未就園児のみを対象とさせていただきます。

・ 毎月第１、第２金曜日
　　午前中（午前9時～11時30分）

誕生日の記念に手形or足形を残しませんか？
「おめでとう」コーナー

子育て講座や親子でふれあう交流の場を開いています。
・８月23日（木） 
　午前9時30分～11時30分

なかよし広場

・８月20日（月） 午前10時～11時
１歳未満の赤ちゃんとお母さんのふれあいの場です。
赤ちゃんクラブ「よちよち」

「首・肩マッサージ」
をします

リラックス リラック
ス

要申込  8 月 7日㈫
～

定員 6名

園 庭 開 放

佐　野

三　谷

第２
火曜日

第３
火曜日

９月11日
午前９時30分
　  ～10時30分
９月18日
午前９時30分
　  ～10時30分

９　

月

佐　野

三　谷

第１
火曜日

第３
火曜日

８月７日
午前９時30分
　  ～10時30分
８月21日
午前９時30分
　  ～10時30分

８　

月

こども園名 日　　時

●育児サークル

おしゃべりサロンで
「足つぼ＆ストレッチ」をしました。

「痛気持ちいい」と
笑顔をみせる親子

なかよし広場「かきおうじと遊ぼう」
♪バスにのって♪のリズムを楽しみました

「子どもの写真を
　　

　撮ってみよう」

※今月は全年齢児
対象です

フェルトを使った手づくり
おもちゃをつくろう♥
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【問い合わせ】健康推進課衛生係（内線2054・2059）
８８月の保健カレンダー月の保健カレンダー８月の保健カレンダー

※いずれの場合も、 母子手帳を持参してください。 
※4か月・6か月児、1歳6か月児健康診査については、午前11時から会場で受付番号札を配布します。

平成30年２月生まれ
平成30年４月生まれ

平成28年12月生まれ
平成29年１月生まれ

平成29年９月生まれ

平成29年10月生まれ

平成28年６月生まれ

平成28年７月生まれ

平成30年１月生まれ

平成29年８月生まれ

身体計測・医師による診察・発達観察・育
児相談・離乳食指導 ［バスタオル持参］
身体計測・医師による診察・歯科医師による
歯科検診・歯科指導・発達観察・食事指導

身体計測・発達観察・育児相談・歯科指導・
離乳食指導

身体計測・発達観察・育児相談・食事指導・
歯科指導

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

８月28日㈫
13:00～14:00
８月22日㈬
13:00～14:00

８月７日㈫
9:30～10:00

９月４日㈫
9:30～10:00

８月６日㈪
9:30～10:00
９月３日㈪
9:30～10:00

８月10日㈮
13:30～15:30
８月８日㈬
13:30～14:30
８月29日㈬
13:30～14:30
８月８日㈬
10:00～11:00

平成29年９月生まれ９月５日㈬
10:00～11:00

おおむね4か月児健診を受診す
るまでの子を持つ保護者･妊婦

授乳指導・子育てワンポイント・交流会　
[事前に申し込みが必要です]

ふれあい遊び・子守歌・絵本の読み聞かせ
・ペープサート・交流会・ブックスタート
事業による絵本のプレゼント

ふれあい遊び・手遊び・お歌・絵本の読み
聞かせ・交流会

子育て教室
「すくすく」

７か月児教室
「さくらんぼ」

11か月児教室
「りんごちゃん」

２歳児
健康相談

10か月児
健康相談

１歳６か月児
健康診査

4か月・6か月児
健康診査

事　　業　　名 場　所 内　　容　　な　　ど日　　時 対　　　象

　年間を通して、糖尿病についての正しい知識が学べる教室です。
　皆で楽しく健康づくりに取り組んでみませんか。途中からの参加も大歓迎です。お気軽にお問い合わせ
ください。

「運動編①　室内での運動」
日　　時　９月12日（水）　 9:30～12:00
場　　所　保健福祉センター３階

◆９月の内容

※動きやすい服装でお越しください。
　水分補給の用意も忘れずに！

「屋外ウォーキング」
日　　時　10月10日（水）　 9:30～12:00
場　　所　保健福祉センター１階に集合

◆10月の内容

※動きやすい服装、はき慣れた靴でお越しください。
　水分補給の用意も忘れずに！

● 糖尿病フォローアップ教室

● 母子の健診・相談・教室

　乳幼児から高齢者までお気軽にご利用ください。 
また、時間を要する相談は事前にご予約ください。

８月９日㈭
９月６日㈭

保健福祉センター 9:30～11:00

月　日 時　間場　　　所

● 一般健康相談

（※雨天は室内で運動）

８月は
お休みです

要予約
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